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寓
話
の「
ゆ
で
ガ
エ
ル
」と
は
、最
初

か
ら
熱
湯
だ
っ
た
ら
カ
エ
ル
も
熱
さ
で
す

ぐ
に
気
が
付
き
逃
げ
ら
れ
る
が
、つ
か
っ

た
お
湯
が
最
初
気
持
ち
良
い
た
め
徐
々

に
温
め
ら
れ
て
も
、自
分
が
熱
湯
の
な
か

に
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
が
遅
れ
、ゆ
で

あ
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
。ゆ
っ
く
り

進
行
す
る
危
機
や
変
化
へ
の
対
応
の
重

要
性
を
伝
え
る
教
訓
だ
。

　
い
ま
建
設
産
業
界
で
進
行
し
て
い
る

変
化
と
い
え
ば
、二
〇
二
四
年
六
月
に
成

立
・
公
布
さ
れ
た「
第
三
次
・
担
い
手
３

法（
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法
、建
設

業
法
、入
札
契
約
適
正
化
法
）」の
段
階

的
施
行
が
あ
る
。

　
改
正
３
法
の
う
ち
建
設
業
法
と
入
契

法
の
閣
法
二
法
は
三
段
階
施
行
で
、初
弾

と
し
て
昨
年
九
月
一
日
に
大
臣
の
調
査

　
入
札
金
額
内
訳
書
を
巡
る
新
た
な
対

応
で
影
響
を
受
け
る
の
は
入
札
に
参
加

す
る
企
業
も
同
じ
だ
。内
訳
書
を
注
文

者
に
提
出
す
る
の
に
当
た
り
、応
札
企
業

が
再
下
請
先
か
ら
あ
ら
か
じ
め
見
積
も

り
を
取
ら
ず
に
注
文
者
に
見
積
も
り
を

提
出
、そ
の
後
再
下
請
先
か
ら
想
定
よ

り
も
多
額
の
労
務
費
が
請
求
さ
れ
た
場

合
、受
注
者
が
負
担
し
て
支
払
う
こ
と
を

原
則
と
し
た
。請
負
の
基
本
原
則
か
ら
当

然
と
言
え
ば
当
然
だ
が
、下
請
け
に
泣
い

て（
安
い
単
価
で
契
約
）も
ら
い
労
務
費

を
削
る
手
法
は
も
う
使
え
な
い
。そ
の
結

果
、企
業
の
コ
ス
ト
管
理
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
く
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
建
設
業
の
商
慣
習
を
一
八
〇
度
転
換

さ
せ
る
と
言
わ
れ
る
、「
標
準
労
務
費
」

導
入
に
は
好
循
環
へ
の「
期
待
感
」と
、

悪
影
響
に
対
す
る「
警
戒
感
」が
あ
る
。

　
い
ま
好
循
環
の
流
れ
は
明
ら
か
だ
。

例
え
ば
、公
共
事
業
関
係
費
は
当
初
予

算
＋
国
土
強
靱
化
費
な
ど
補
正
を
加
え

た
合
計
額
は
二
〇
一
九（
令
和
元
）年
か

ら
八
兆
円
台
を
維
持
す
る
高
水
準
が
続

く
。二
〇
二
五
年
度
名
目
建
設
投
資
も
、

前
年
度
比
三
・
二
％
増
の
七
五
兆
五
、七

〇
〇
億
円
の
見
通
し
と
な
っ
た
。七
五
兆

権
限
付
与（
建
設
Ｇ
メ
ン
）、第
二
段
階

と
し
て
十
二
月
十
三
日
付
け
で
価
格
転

嫁
協
議
の
円
滑
化
ル
ー
ル
や
現
場
技
術

者
専
任
義
務
緩
和
な
ど
が
施
行
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
第
三
段
階
、総
仕
上
げ
で
あ
る

一
年
六
カ
月
以
内
の
施
行
と
し
て
今
年

十
二
月
施
行
が
予
定
さ
れ
る
の
が
、▽
著

し
く
低
い
労
務
費
等
の
禁
止
▽
受
注
者

に
よ
る
原
価
割
れ
契
約
の
禁
止
▽
工
期

ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
強
化
―
―
な
ど
を

柱
に
国
が
労
務
費（
賃
金
）相
場
を
決
め

て
技
能
労
働
者
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め

の
、労
務
費
の
基
準（
標
準
労
務
費
）導

入
だ
。

　
実
は
都
道
府
県
を
含
む
す
べ
て
の
地

方
自
治
体
が
、第
三
次
・
担
い
手
３
法
の

今
年
十
二
月
完
全
施
行
の
行
方
に
固
唾

を
呑
ん
で
見
守
っ
て
い
る
の
に
は
理
由
が

円
台
は
一
九
九
七
年
度
以
来
二
八
年
ぶ

り
。更
に
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
も

二
〇
一
三
年
か
ら
一
三
年
連
続
の
上
昇

が
続
く
。好
循
環
は
担
い
手
確
保
に
も
波

及
す
る
。今
年
八
月
、厚
生
労
働
省
が
公

表
し
た「
二
〇
二
四
年
雇
用
動
向
調
査
」

で
入
職
者
と
離
職
者
の
割
合
で
あ
る「
入

職
超
過
率
」は
一
・
七
と
一
六
業
種
中
二

番
目
に
高
い
数
値
と
な
っ
た
。前
年
は
マ

イ
ナ
ス
〇
・
一
と
わ
ず
か
に
離
職
率
が

上
回
っ
て
お
り
、建
設
業
の
担
い
手
確
保

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

望
ま
ぬ
元
請
け
の「
専
業
化
」

　
し
か
し
一
方
で
、中
堅
・
中
小
・
零
細

企
業
を
中
心
に「
警
戒
感
」も
静
か
に
、

確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。そ
の
一
つ
が
発

注
件
数
の
減
少
だ
。

　
二
〇
二
四
年
十
二
月
に
国
交
省
が
公

表
し
た
、八
地
方
整
備
局（
港
湾
空
港
関

係
除
く
）の
一
般
競
争
入
札
発
注
件
数

（
二
〇
二
三
年
度
実
績
）は
五
、八
一
七

件
。二
〇
一
九
年
度
の
七
、四
九
四
件
か

ら
件
数
に
し
て
一
、六
七
七
件
減
。毎
年

四
〇
〇
件
ず
つ
減
少
し
た
計
算
。発
注

あ
る
。

　
そ
の
筆
頭
は
入
契
法
第
十
二
条
の
改

正
規
定
だ
。入
契
法
は
公
共
工
事
を
発
注

す
る
発
注
者
が
守
る
べ
き
法
律
で
、入
札

や
契
約
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
。具
体

的
に
は
、十
二
条
で「
建
設
業
者
は
、公

共
工
事
の
入
札
に
係
る
申
し
込
み
の
際

に
、入
札
金
額
の
内
訳
を
記
載
し
た
書
類

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
規

定
に
つ
い
て
今
年
十
二
月
か
ら
は
、「
内

訳
」の
下
に「（
材
料
費
、労
務
費
及
び

当
該
公
共
工
事
に
従
事
す
る
労
働
者
に

よ
る
適
正
な
施
工
を
確
保
す
る
た
め
に

不
可
決
な
経
費
と
し
て
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
も
の
そ
の
他
当
該
公
共
工
事

の
施
工
の
た
め
に
必
要
な
経
費
の
内
訳

を
い
う
。
）」文
言
が
加
わ
る
。

件
数
の
減
少
は
地
方
自
治
体
で
も
同
様

だ
。直
轄
契
約
資
料
と
比
較
す
る
た
め
二

〇
二
三
年
度
の
都
道
府
県
＋
市
区
町
村

＋
地
方
公
社（
前
払
保
証
三
社
合
算
）で

見
る
と
発
注
件
数
は
二
二
万
一
、八
〇
四

件
。二
〇
一
九
年
度
の
二
五
万
六
五
三
件

か
ら
二
万
八
八
四
九
件
減
で
、年
間
七
、

〇
〇
〇
件
ず
つ
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
材
料
費
の
高
騰
、労
務
費
や
適
正
な

施
工
確
保
と
安
全
に
配
慮
す
る
不
可
欠

な
経
費
を
計
上
、ま
た
は
ス
ラ
イ
ド
条
項

適
用
や
設
計
変
更
協
議
に
よ
っ
て
、工
事

契
約
金
額
は
確
実
に
上
昇
し
た
。受
注
企

業
に
と
っ
て
コ
ス
ト
転
嫁
が
進
む
受
注
は

経
営
の
維
持
と
成
長
に
つ
な
が
っ
た
。

　
し
か
し
、公
共
工
事
の
発
注
件
数
減
少

の
傾
向
は
、経
営
環
境
を
厳
し
く
し
て
い

る
。更
に
い
ま
、公
共
工
事
の
特
徴
で
あ

る
受
注
実
績
が
次
の
応
札
に
つ
な
が
る

「
実
績
評
価
」が
、思
わ
ぬ
問
題
の
可
能

性
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
望
ま
ぬ
専
業
化
」と「
望
ん
で
も
実

績
が
無
く
な
る
」と
い
う
、公
共
工
事
を

主
戦
場
と
す
る
中
堅
・
中
小
元
請
け
の

な
か
で
起
き
つ
つ
あ
る
二
極
化
問
題
だ
。

「
望
ま
ぬ
専
業
化
」と
は
、継
続
的
な
受

注
の
た
め
に
得
意
分
野
に
磨
き
を
か
け

自
治
体
　
頼
み
の
綱
は「
指
針
」

　
そ
の
結
果
、地
方
自
治
体
な
ど
公
共

発
注
者
は
、労
務
費
が
明
示
さ
れ
た
内

訳
書
の
提
出
を
入
札
者
に
求
め
る
と
と

も
に
、そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。ま
た
現
行
の

ダ
ン
ピ
ン
グ（
過
度
な
安
値
受
注
）対
策

強
化
を
目
的
と
し
て
新
た
に
、落
札
候

補
者
に
対
し
て「
労
務
費
ダ
ン
ピ
ン
グ
調

査（
仮
称
）」の
導
入
・
実
施
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。そ
の
た
め
標
準
労
務
費
作
成

を
議
論
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

会
合
で
自
治
体
出
身
委
員
は
、国
交
省

が
作
成
す
る
新
た
な
業
務
の
手
助
け
と

な
る「
公
共
発
注
者
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
指
針
）」の
早
期
提
示
を
求
め
続
け
て

き
た
。

れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、得
意
分
野
の
実
績
だ

け
が
積
み
上
が
り
、複
数
の
分
野
を
手
が

け
る
総
合
建
設
業（
ゼ
ネ
コ
ン
）を
維
持

で
き
な
く
な
り
、住
宅
と
い
っ
た
特
定
分

野
だ
け
に
強
み
が
あ
る
企
業
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
指
す
。

　
一
方
、失
注
が
続
く
間
に
公
共
工
事

の
応
札
資
格
を
失
っ
て
し
ま
う
の
が「
実

績
が
無
く
な
る
元
請
け
」だ
。発
注
工
事

の
件
数
減
少
や
、特
定
分
野
で
ノ
ウ
ハ
ウ

と
コ
ス
ト
競
争
力
に
勝
る「
専
業
化
元
請

け
」の
存
在
が
、新
た
な
受
注
を
目
指
す

企
業
を
阻
み
、最
終
的
に
は
受
注
実
績

を
失
い
応
札
も
で
き
な
く
な
る
と
い
う

「
悪
夢
」に
つ
な
が
る
。

　
た
だ
名
目
上
の
数
字
か
ら
は
、建
設
業

界
の
景
気
動
向
に
悲
壮
感
は
感
じ
ら
れ

な
い
。し
か
し
二
八
年
ぶ
り
の
高
水
準
と

な
っ
た
二
〇
二
五
年
度
建
設
投
資
見
通

し
も
、物
価
変
動
を
除
い
た
実
質
見
通
し

（
二
〇
一
五
年
度
基
準
）は
五
七
兆
二
、

八
七
五
億
円
と
市
場
規
模
の
成
長
は
名

目
見
通
し
よ
り
か
な
り
低
い
。水
面
下
で

深
く
静
か
に
進
行
す
る
警
戒
感
が「
ゆ
で

ガ
エ
ル
」と
し
て
現
実
化
し
な
い
こ
と
を

望
む
。
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